
応用分野
Develop

研究
内容

論文・解説など

連絡先HP

[1] Misaki R. et al., Cytotechnology, 74, 163-179 (2022).
[2] Nguyen T.S., Misaki R., et al., Cytotechnology, 72, 

343-355 (2020).
[3] Priyambada S.A., Misaki R., et al., Biochem. 

Biophys. Res. Commun., 503, 1841-1847 
(2018).

糖鎖構造はタンパク質や配糖体の生物学的活性に大きな
影響を与える。タンパク質生産宿主細胞の糖鎖修飾経路
を遺伝子工学的に改変し、より機能性を高めたバイオ医
薬品を生産できるバイオリアクターを開発する。さらに、
細胞内輸送を制御することで目的タンパク質をより多く
生産できるバイオリアクターを開発する。また、抗病原
体活性をもつ配糖体の糖構造を改変し、当該活性の向上
や細胞毒性の軽減など機能性の高い配糖体を作出する。
より高品質、高生産を達成することで、患者に優しい医
薬品を開発したい。

医療・ヘルスケア、創薬関連、物質生産

高品質・高付加価値バイオ医薬品生産システムの開発
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•  生きた細胞を製品とする課題（細胞製造性）を理解しつつ、
高品質かつ安価な製品が供給できる工程設計に関する研究を
行っています。

• コアとなる技術構築（モノづくり）、実用化を見据えた規制
対応（ルールづくり）、センスの良い人材の創出（ヒトづくり）
を一体化し、生きた細胞製品を市場で流通できる社会システ
ムの構築「コトづくり」に資する活動を行っています。

• 新しい産業分野の構築が一者だけではできないことを意識
し、産官学民の協力、教育・研究・産業化・生活に対する活
動が連携可能なエコシステムの構築を推進します。

医療・ヘルスケア分野、創薬関連分野、食品分野

生きた細胞製品の製造に関わる
品質・工程設計の開発と人材育成

水谷 学 MIZUTANI Manabu

附属フューチャーイノベーションセンター / 
生物工学専攻 特任准教授
テクノアリーナ領域 紀ノ岡 細胞製造コトづくり拠点
      

＃細胞製造 ＃工程設計 ＃細胞製造性 ＃無菌製造法 ＃コトづくり

32

生
体
・
バ
イ
オ
工
学


